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平成 30年 8月 15日（第 119号）

　

６
月
１
日
㈮
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
高
山
村
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
が

開
催
さ
れ
奉
仕
団
員
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
赤
十
字
奉
仕
団
長
野
県
支
部

指
導
講
師
の
長
澤
亮
一
先
生
を
お
迎
え
し
、

新
た
に
奉
仕
団
員
に
な
ら
れ
た
方
に
、
赤
十

字
奉
仕
団
と
は
何
か
を
知
っ
て
頂
く
た
め
、

赤
十
字
の
成
り
立
ち
や
事
業
内
容
、
奉
仕
団

の
活
動
事
例
等
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

　

奉
仕
団
員
の
皆
さ
ん
は
真
剣
な
表
情
で
聴

講
さ
れ
、
今
回
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
今
後

の
奉
仕
団
活
動
へ
関
心
が
高
ま
っ
た
感
じ
が

し
ま
し
た
。

　

高
山
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
高
山
村
連
合
婦

人
会
が
、
平
成
15
年
度
ま
で
の
長
き
に
わ
た

り
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
連
合
婦
人
会
の
解
散
に
伴
い
、

平
成
16
年
度
か
ら
は
、
各
地
区
か
ら
推
薦
選

出
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
よ
り
赤
十
字
奉
仕
団
を

編
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
に
は
大
阪
北
部
地
震
、
７
月
は
西
日

本
豪
雨
災
害
と
、
連
続
し
て
大
き
な
災
害
が

発
生
し
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
高
山
村
も

い
つ
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
の
中
、
有
事
の
際
に
対
応
で
き
る
日
赤

奉
仕
団
の
体
制
作
り
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

８
月
26
日
㈰
に
は
、
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
る
、
高
山
村
総
合
防
災
訓
練
で
の
ハ

イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
包
装
食
袋
）
を
使
用
し
た
炊

き
出
し
訓
練
を
は
じ
め
、
今
後
も
研
修
会
を

重
ね
て
行
き
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

講師のパワーポイントを使った講義から、赤十字奉仕団の役割の大切さを真剣に学ぶ参加者

日赤奉仕団研修会開催

社協だよりは、赤い羽根共同募金の
配分金で発行されています。
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　平成 30 年度第１回理事会及び定時評議員会において、
平成 29 年度事業報告、一般会計資金収支決算が審議され、
原案どおり承認されました。
　平成 29 年度の収入総額は 3 億 598 万円で、前年度に
比べて 2,613 万 7 千円の増となりましたが、これは主に
介護保険収入の増によるものです。
　一方、支出総額は 1 億 8,380 万 4 千円で、前年度に
比べて 1,371 万 7 千円の増となっております。
　今後も「誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続ける
ために」利用者の立場に立ち、満足の得られる地域福祉サー
ビスに努めてまいります。

平成 29 年度 社協収支決算の概要

会費
2,171

就労支援
1,461

障がい福祉
13,060

介護保険
118,771

繰越金
109,756

繰入金
18,498

寄付金収入
1,110 補助金 24,317

受託金 12,926
貸付事業 385
事業収入 2,855

その他
354

負担金
316

収 入
305,980

収入の状況

支出の状況
（単位：千円）

法人運営
43,298

地域福祉
3,774

居宅介護支援
16,219

訪問介護等
9,377

通所介護
69,077

支 出
183,804

◆就労継続支援B型事業所
◆フラワーセンター一般就労が困難な方を対象に、

働く場を提供し、知識及び能力
向上の訓練を実施しました。
　・年間開所日…………241 日
　・利用延べ人数……1,997 人

Ｂ型通所者及び共同作業所
の就労訓練の場として花鉢
等を栽培し販売するほか、
村内の花いっぱい運動事業
へ苗を供給しました。

　20,975 鉢販売

◆通所介護事業
デイサービスセンターにおいて、送迎
により、入浴、機能訓練、レクリエーショ
ン、食事等のサービスを提供しました。     
　・年間稼働日数……………… 313 日
　・利用延べ人数
　　　介護保険……………… 8,389 人
　　　障がい自立支援………… 190 人

高齢者センター
9,982

総合事業
12,550

◆法人運営事業
社協の適正運営及び組織体制の充実
を図るとともに、職員の専門性を活
かし、資質向上に努めました。

ケアマネジャーが利用者や介護家族の状
況、希望を総合調整し、適切な介護サー
ビス計画（ケアプラン）を作成し、在宅
介護を支援しました。
　・ケアプラン作成件数…… 1,823 件
　・障がいサービス計画作成件数……62 件

◆訪問介護事業

◆総合事業

ホームへルパーが利用者宅を訪
問し、身体介護及び生活援助の
サービスを提供しました
　・年間提供日数…… 365 日
　・利用回数　
　　　介護保険…… 3,270 回
　　　障がい自立支援…… 459 回
　・軽度生活支援…… 134 回

高齢者交流センター「松の湯荘」
において、送迎により運動、レ
クリエーション、入浴・食事等
のサービスを提供しました。
　・開所日…………… 313 日
　・利用延べ人数… 2,000 人

◆居宅介護支援事業・相談支援事業

村内の高齢者の皆さんに交流
や入浴等のため施設を利用し
て頂きました。
　・高齢者センター
　　　開所日……… 348 日
　　　利用延べ人数……9,975 人
　　 (7 月～ 9 月熱中症対策により

無料開放 )
　・松の湯荘
　　　利用延べ人数……2,140 人

◆高齢者福祉センター
管理運営事業

就労継続
支援 B 型
16,847

フラワーセンター
2,680

・ボランティア育成支援
・サロン事業支援
・在宅介護リフレッシュ
・心身障がい者希望の旅
・独り暮らし高齢者ふれあいの旅
・ひとり親家庭交流会
・金銭管理、財産保全サービス
・福祉団体育成
・福祉輸送サービス
・結婚相談
・くらしの資金、生活福祉資金貸付

など

◆地域福祉推進事業

（単位：千円）
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今
年
の
８
社
協
等
の
合
同
婚
活

イ
ベ
ン
ト
は
、
山
ノ
内
町
で
、
①

「
志
賀
高
原
の
ハ
イ
キ
ン
グ
と
ホ

テ
ル
サ
ン
バ
レ
ー
で
の
食
事
会
」、

北
志
賀
高
原
竜
王
マ
ウ
ン
テ
ン

パ
ー
ク
で
②
「
ソ
ラ
テ
ラ
ス
か
ら

の
雲
海
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
そ
ば
打

ち
体
験
・
食
事
会
」
の
２
コ
ー
ス

と
、
中
野
市
で
、
③
「
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
狩
り
と
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
体
験
」
の
合
計
３
コ
ー
ス
を
用

意
。
各
コ
ー
ス
と
も
男
女
各
20
人
、

合
計
１
２
０
人
を
募
集
中
で
す
。

　

３
コ
ー
ス
と
も
ア
ウ
ト
ド
ア
を

中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
活
発

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
）
に
動
き
回
る
と
の

意
味
合
い
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ン

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

①
コ
ー
ス
は
、
色
付
き
始
め
た

爽
や
か
な
志
賀
高
原
の
景
色
の
中

で
、
山
歩
き
案
内
人
に
よ
る
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
を
交
え
た
ハ
イ
キ
ン
グ

を
行
っ
た
後
、
高
原
の
ホ
テ
ル
で

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
の
交
流
会
。

　

②
コ
ー
ス
は
、
世
界
最
大
級

の
ゴ
ン
ド
ラ
で
雲
海
が
見
ら
れ

る
確
率
が
60
％
以
上
の
標
高
１
、

７
７
０
ｍ
の
ソ
ラ
テ
ラ
ス
へ
。
さ

ら
に
そ
の
後
は
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て

須
賀
川
蕎
麦
の
プ
ロ
の
指
導
で
男

女
共
同
の
そ
ば
打
ち
体
験
。
出
来

上
が
っ
た
蕎
麦
を
ホ
テ
ル
の
食
事

と
共
に
味
わ
い
な
が
ら
交
流
。

　

③
コ
ー
ス
は
、
中
野
市
の
農
場

で
、
高
級
ぶ
ど
う
「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」
狩
り
を
行
い
、
お
洒

北
信
８
市
町
村
社
協
が
主
催
す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト

障がい者スポーツ大会開催日赤会費の御礼
ありがとうございました

落
な
壁
画
を
上
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

も
体
験
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
体
を
動

か
し
た
後
は
、
こ
だ
わ
り
の
料
理

を
楽
し
み
な
が
ら
の
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
。

　

さ
あ
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

９
月
30
日 

㈰

時　

間

　

各
コ
ー
ス　

10
時
30
分
～
15
時

集
合
場
所　

　

①
コ
ー
ス　

山
ノ
内
町
道
の
駅

　

②
コ
ー
ス　

ホ
テ
ル
タ
ガ
ワ

　

③
コ
ー
ス　

マ
ス
ニ
農
園

募
集
定
員

　

各
コ
ー
ス
男
女
各
20
名

参
加
費

　

①
コ
ー
ス

　
　
　

女
性　

３
，
０
０
０
円

　
　
　

男
性　

５
，
０
０
０
円

　

②
コ
ー
ス

　
　
　

女
性　

３
，
５
０
０
円

　
　
　

男
性　

６
，
０
０
０
円

　

③
コ
ー
ス

　
　
　

女
性　

４
，
０
０
０
円

　
　
　

男
性　

７
，
０
０
０
円

募
集
対
象

　

独
身
の
男
女

（
男
性
は
北
信
地
区
加
盟
８
市
町

村
に
在
住
の
方
、
女
性
は
特
に

問
い
ま
せ
ん
）

申
込
締
切　

　

９
月
３
日 

㈪

　　

申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
高

山
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

　

５
月
26
日
㈯
、
長
野
運
動
公
園

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
27
回
長

野
地
区
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
、
高
山
村
か
ら
も
多
く
の
選
手

の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
絶
好

の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
り
、
会
場

で
は
準
備
体
操
を
入
念
に
行
う
姿

や
、
競
技
毎
に
分
か
れ
て
練
習
し

本
番
に
備
え
る
姿
が
見
ら
れ
、
熱

気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

長
野
県
が
運
営
す
る
「
な
が
の

結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
は
、

全
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
登
録
制
の

お
相
手
検
索
シ

ス
テ
ム
で
、
登

録
者
は
す
で
に

１
，
０
０
０
人

を
超
え
て
い
ま

す
。 「

ii
出
会
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ン
in
北
信
州
」

を
開
催
し
ま
す

　

安
全
な
や
り
投
げ
ジ
ャ
ベ
リ
ッ

ク
ス
ロ
ー
、
立
ち
幅
跳
び
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
個
人
競
技
や
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、養
老
乃
瀧
（
お

椀
で
運
ん
だ
水
で
ビ
ン
を
一
杯
に

す
る
）
競
技
な
ど
団
体
戦
が
行
わ

れ
、
高
山
村
の
選
手
の
活
躍
も
目

立
ち
ま
し
た
。
特
に
養
老
乃
瀧
で

は
毎
回
優
勝
と
い
う
記
録
を
今
年

も
更
新
し
ま
し
た
。

　

応
援
の
人
も
交
じ
っ
て
行
わ
れ

た
パ
ン
食
い
競
争
は
、
み
ん
な
で

盛
り
上
が
っ
て
大
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
２
年
間
利
用

可
能
と
な
る
登
録
料
（
通
常
５
，

０
０
０
円
）
が
、
１
，
０
０
０
円

割
引
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
9

月
20
日
㈭
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
会
い
を
お
探
し
の
方
は
、
こ

の
機
会
に
ご
加
入
を
検
討
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　会員の皆様からお寄せい
ただいた本年度の会費は、
84 万１千４百 50 円とな
りました。大変ありがとう
ございました。
　お預かりした会費は、大
阪北部地震や西日本豪雨災
害の救護活動を始め、血液

（献血）事業・医療事業の
ほか、国際救援などの活動
に利用されます。
　日本赤十字社では引き続
き、活動に賛同していただ
ける新規会員を募集してい
ます。
　詳しくは高山村社会福祉
協議会へお問い合わせくだ
さい。

な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

登
録
料
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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９ 月、10 月
日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 土 水中、久保 17 月 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
2 日 赤和、荒井原 18 火 駒場、松原
3 月 紫、緑ヶ丘 19 水 桝形、三郷
4 火 二 ツ 石、 松 南、 黒 部 20 木 中原、なかひら
5 水 駒場、松原 21 金 宮関、荻久保
6 木 桝形、三郷 22 土 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
7 金 牧、福井原 23 日 千本松、新堀、堀之内
8 土 中原、なかひら 24 月 水中、久保
9 日 宮関、荻久保 25 火 赤和、荒井原

10 月 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 26 水 紫、緑ヶ丘
11 火 千本松、新堀、堀之内 27 木 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
12 水 水中、久保 28 金 牧、福井原
13 木 赤和、荒井原 29 土 駒場、松原
14 金 牧、福井原 30 日 桝形、三郷
15 土 紫、緑ヶ丘
16 日 障がい者の皆さんの利用日  

日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 月 中原、なかひら 17 水 水中、久保
2 火 宮関、荻久保 18 木 赤和、荒井原
3 水 休　所　日 19 金 牧、福井原
4 木 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 20 土 紫、緑ヶ丘
5 金 千本松、新堀、堀之内 21 日 障がい者の皆さんの利用日
6 土 水中、久保 22 月 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
7 日 赤和、荒井原 23 火 駒場、松原
8 月 紫、緑ヶ丘 24 水 桝形、三郷
9 火 二 ツ 石、 松 南、 黒 部 25 木 中原、なかひら

10 水 駒場、松原 26 金 宮関、荻久保
11 木 桝形、三郷 27 土 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
12 金 牧、福井原 28 日 千本松、新堀、堀之内
13 土 中原、なかひら 29 月 水中、久保
14 日 宮関、荻久保 30 火 赤和、荒井原
15 月 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 31 水 紫、緑ヶ丘
16 火 千本松、新堀、堀之内

平成 30年９月 平成 30年 10月

希
望
の
旅

ふ
れ
あ
い
の
旅

世
代
間
交
流
会

（
郷
土
食
づ
く
り
）

　

身
心
に
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
に
、「
希
望

の
旅
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
高
山
村
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
企
画
内
容
】

　

実
施
日　

９
月
５
日 

㈬

　

目
的
地　

辰
野
町
か
や
ぶ
き
の
館

　

費
用
（
昼
食
代
）

　
　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

　

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、「
ふ
れ
あ
い
の
旅
」

を
実
施
し
ま
す
。

【
企
画
内
容
】

　

実
施
日　

10
月
４
日 

㈭

　

目
的
地　

小
谷
村
白
馬
ア
ル
プ

　
　
　
　
　

ス
温
泉

　

費
用
（
昼
食
代
）

　
　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

※
お
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
、
高
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
・
更
生
保
護
女
性
会
の
み

な
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、

世
代
間
交
流
会「
郷
土
食
づ
く
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

９
月
13
日 

㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

場　

所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

◇
試
験
区
分

　

教
養
筆
記
試
験
・
面
接

◇
受
験
資
格

・
昭
和
49
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
介
護
福
祉

士
又
は
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
を
有
す
る
人

・
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
人

（
平
成
31
年
春
ま
で
に
当
該
資
格
を

取
得
す
る
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

◇
採
用
人
員

　

若
干
名

◇
受
付
期
間

　

７
月
２
日
㈪
～
９
月
20
日
㈭

◇
申
込
方
法

　

受
付
期
間
内
に
高
山
村
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
に
備
え
付

け
の
「
職
員
採
用
試
験
受
験
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
履
歴
書
を
添
付
し
て
、

持
参
ま
た
は
郵
送
（
9
月
20
日

必
着
）
に
よ
り
、
高
山
村
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
試
験
日
時
及
び
内
容

　

・
第
一
次
試
験

　
　
　

10
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
～

　
　
　

筆
記
試
験

　
　
　

適
正
検
査

　

・
第
２
次
試
験

　
　
（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　
　
　

面
接
試
験

◇
試
験
会
場

　

村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

◇
採
用
時
期

　

平
成
31
年
4
月
採
用
予
定

　

詳
細
は
、
高
山
村
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
事
務
局　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

ご芳志
　ご寄付に対し心より
御礼申し上げます。
あけぼの会
  唄うフェスティバル

ＷＥＳＴ　様

信州高山手打ちそば
若藤同好会　様
　金　12,577 円

※
熱
中
症
予
防
の
た
め
７
月
～
９
月
ま
で
無
料
開
放
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
採
用
予
定

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
採
用
試
験
受
験
案
内

平
成
31
年
度
採
用
予
定
の
高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の

採
用
試
験
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

※上記の曜日以外にもご利用いただけますので希望される場合には、社協事務局までご連絡ください。


